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日本共産党島根県委員会は 2月 4日、国の

原子力規制委員会に対して「島根原発 2号機

の適合性確認審査の中止を求める」申し入れ

を行いました。

申し入れには、後藤勝彦新県委員長を先頭

に、県議団、松江・出雲の市議団が参加し、

仁比聡平参議院議員が国会で多忙な中、駆け

つけました。

申し入れでは、「島根原発の 30キロ圏内に

は県都松江市をはじめ 47 万人が暮らしてお

り、万一、福島原発のような過酷事故があれば『県都消失』ということにもなりかねない」

と指摘しています。（写真は、規制委員会への申し入れ、２月４日）

２月２日、鳥取県境港市議選が始まり、4
日には鳥取県若狭町議選、さらに 6 日には、

山口県知事選挙がスタートします。それぞれ

の地元の党組織はもちろん、全県挙げての取

り組みが求められています。

2日には、中国ブロックの各地で、「地方選

挙勝利への決起集会」が開催されています。

中国ブロックの石村智子さんは、2 日には山

口県を訪れ、宇部市と萩市で開催された「新

春のつどい」で訴えました。（写真は、「宇部

市の新春のつどい」で訴える県知事選挙候補の藤井直子さん）

防衛省は、2月 7日（金）に高知県で行う南海トラフ巨大地震発生時の自衛隊の防災訓練

に、在日米軍とオスプレイの参加を発表しました。その重要な拠点基地に、米軍岩国基地が

使用されます。

「防災」を口実に、オスプレイの訓練を全国に拡大しようとする企みは許せません。

高知では当日、「防災訓練にオスプレイは使うな」の抗議集会が「郷土の軍事化に反対する

高知県連絡会」主催で行われます。

中国 5県からも参加の運動が取り組まれています。連帯した取り組みを広げましょう。


